令和　年　月　日

送出し機関　〇〇〇〇〇　御中
協同組合〇〇〇〇
代表理事　〇〇　〇〇

レジデンストラック利用による入国時のお願い


拝啓　時下ますますご盛栄のこととお喜び申し上げます。
日頃より技能実習事業の運営にご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。

この度、レジデンストラックによる技能実習生（特定技能外国人）の来日を進めるにあたり、改めて次ページ以降に記載している内容を本人たちにもご説明の上、“入国時に求められる各種書類の準備”および“アプリのインストール”がされているか等を必ずご確認ください。
また、日本到着後に検疫で質問されますので、必要に応じて情報の翻訳等を行い、各自に持参させるようにしてください。

ご多忙中とは存じますが、ご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
敬具
　
　確　認　資　料

１．基礎情報
　　(1)監理団体
社名：〇〇〇〇協同組合
　　　　住所：〒〇〇〇－〇〇〇〇
　　　　　　　〇〇県〇〇市〇〇町〇－〇―〇
　　　　電話番号：〇〇－〇〇〇〇－〇〇〇〇
　　    監理責任者：〇〇　〇〇
　　　　　　担当者：〇〇　〇〇
　　　　緊急連絡先：〇〇－〇〇〇〇－〇〇〇〇

　（2）実習実施者（受入れ企業）
社名：株式会社〇〇〇〇
　　　　住所：〒〇〇〇－〇〇〇〇
　　　　　　　〇〇県〇〇市〇〇町〇－〇―〇
　　　　電話番号：〇〇－〇〇〇〇－〇〇〇〇
　　    実習責任者：〇〇　〇〇
　　　　実習指導員：〇〇　〇〇
　　　　生活指導員：〇〇　〇〇
　　　　緊急連絡先：〇〇－〇〇〇〇－〇〇〇〇
　
(3) 日程
　　 入国“前”健康モニタリング開始日：
　　ＰＣＲ検査日：
　　入国日：
　　搭乗便：〇〇航空　〇〇１２３　〇〇：〇〇発
　　　　　　〇〇空港　〇〇：〇〇着（予定）
　　　　
２．入国前に行うこと
　　(1) 検温
     　入国前、１４日間検温を実施してください。
　　　 結果は別シート“入国前・健康モニタリング（検温）結果”に毎日記入してください。
　　　 ※発熱（37.5度以上）や呼吸器症状、倦怠感等を含む新型コロナウイルス感染症の症状が
　　　　 ある場合は、監理団体担当者にすぐに連絡してください。
　　　　・14日間の検温（健康モニタリング）は、飛行機内で配布される“質問票”に反映します。

　　(2) 検査証明の取得
　　　　搭乗予定時刻の72時間以内に“COVID-19”に関する検査を受けて「陰性」であることを
　　　　証明する“検査証明”を取得してください。
　　　　※必ず、所定のフォーマットを使用し、各国政府が指定したリストに掲載されている医療
　　　　　機関に記入・署名をしてもらってください。

　　(3) 民間医療保険への加入
　　　　入国時に民間医療保険に加入させてください。
　　　　※入国時点で日本の公的保険制度（健康保険・国民健康保険など）に加入している場合は
　　　　　新たに加入させる必要はありません。
        ※「私が加入している民間医療保険は“〇〇〇〇保険会社の〇〇〇〇保険です。
　　　　　　保険証券は持参しています（または〇〇のため、保険証券はありません）」
と本人が検疫で回答できる書類を持たせてください。

３．待機期間について
　　入国後2週間の待機期間中は下記の場所で待機することとなります。
　　　〒〇〇〇－〇〇〇〇
〇〇県〇〇市〇〇町１－２－３
　　　〇〇ホテル（または講習施設〇〇／〇〇会社寮　等）
　　　
・空港から待機場所までは貸し切りバス（またはハイヤー等）にて移動となります。
　　・入国日を含め15日間は外出が出来ませんが、食事はすべて○○協同組合側にて準備
します（入国後に渡される“講習手当”より〇〇円を徴収します）。
　　・１４日間の衣服のクリーニングについては、洗剤および洗濯用品をお渡ししますので、
各自部屋にて対応してください。（または、〇日に1度回収いたしますので、室内にある
専用袋に入れ、〇時までに部屋前に出しておいてください）
待機期間中は自身も部屋も清潔に保つよう心がけてください。

４．入国時の持ち物について　
※入国後15日間は待機場所からの外出が出来ません。
通常の入国時の持ち物に加え、レジデンストラックでの入国については、下記を追加して
持参するようご説明ください。

　【書類】
・誓約書（原本および写し2通）
※誓約書の写しは、空港検疫に渡してください。
誓約書の原本は、入国後に監理団体担当者に渡してください。
・検査証明（出発72時間以内の検査結果）（原本および写し1部）
・（現地で加入した場合）民間医療保険の保険証券（原本および写し1部）

【その他】
・衣服
　・タオル類（バスタオル・手拭きタオル　各1枚程度）
　・爪切り、歯ブラシ、歯磨き粉
　・化粧品、ヘアブラシ
　・携帯電話、充電器
　・文房具
　　　・（監理団体によって必要な持参物を追記ください）
　　　
　　※常備薬が必要な場合は持参してもらうこととなりますが、ラベル等を貼り、何用の薬なのか
わかるようにしてください。
※食事および食器等の用意はこちらで行います。
　また、室内にヘアドライヤー・寝具（布団・シーツ）・ごみ袋・トイレットペーパー等も
　備え付けされています。

５．空港到着後
・空港に到着後、検疫（PCR検査および書類審査・確認）が行われます。
　空港到着予定時刻は〇〇：〇〇ですが、出迎え担当者の空港滞在時間を出来るだけ
短縮するため、到着予定時刻より〇時間後の〇〇時に空港に迎えに行きます。
・PCRの検査結果が出たら、監理団体の担当者に検査結果用紙の写真をLINEで送付して
ください。
・担当者〇〇と会えない場合は出口のところで待っていてください。
決して、空港の外に勝手に出ないようにしてください。
　　※万が一、PCR検査の結果が“陽性”であったとしても、きちんと完治するまで監理団体が
責任をもって対応します。
また、必ず日本での技能実習（特定技能）が継続できるようにしますから、落ち着いて行動し、
まずはLINEで監理団体担当者に報告してください。

６．アプリのインストールについて
下記①～③のリンク先を参考に、必ず入国前に来日者全員の携帯に設定してください。

　① LINE
　(1)健康フォローアップ
・参考リンク先　https://www.vn.emb-japan.go.jp/files/100077513.pdf
　　
・入国後14日間、LINEアプリを活用した健康状態の報告が必要です。
　　　“入国後”に下記の設定を行ってください。
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(2)監理団体担当者との友達登録
　　入国空港で待機する担当者と連絡先を交換してください。
　　万が一、検査結果が”陽性“であった場合、すぐに担当者に連絡してください。
・全員のLINE登録が完了次第、アカウント名・連絡先電話番号のリストを送付ください。
　　・全員のアカウントに対して、入国担当者〇〇（アカウント名：〇〇〇〇〇）より、
友達申請を行います。改めてご連絡いたしますが、各自携帯で承認がされているかの
確認をお願いいたします。

  ② COCOA（新型コロナウイルス接触確認アプリ）
・参考リンク　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html
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③ 地図アプリ（位置情報を保存可能なもの）
　　・参考リンク　
(１)　iPhone（日本語） https://www.vn.emb-japan.go.jp/files/100077516.pdf
　　（２） iPhone（英語）　 https://www.vn.emb-japan.go.jp/files/100077517.pdf
（３） google map（日本語）　 https://www.vn.emb-japan.go.jp/files/100077518.pdf
（４）google map（英語）　 https://www.vn.emb-japan.go.jp/files/100077520.pdf












【入国前準備チェックリスト】
〇〇〇〇協同組合


· 入国前14日間の健康モニタリング結果
· PCR検査証明（所定フォーマット）原本1部・写し２部
· 民間医療保険の加入保険証券　写し１部
· LINEアプリのインストール　
· LINEでの担当者〇〇との友達登録
· COCOAのインストール
· 地図アプリのインストール
· 必要な持ち物
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Google Play

https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.go.mhlw.covid19radar
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App Store

https://apps.apple.com/jp/app/id1516764458
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